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（５）研究成果の概要（公開） 
＊背景および目的、方法と結果、について、公開して差し支えない範囲で 1 ページ以内で記載。 

研究代表者らは生物の生体内恒常性維持機構にかかわる様々なセンサータンパク質を対象として、構造機

能研究を展開している。生物はセンサータンパク質を用いて細胞内外の環境の変化を感知して、物質の取

り込みや排出、物質生産などのさまざまな応答を示す。このようなセンサータンパク質からつながるセン

サーネットワークのメカニズムの解明は生命の根幹を理解するための重要な課題であると位置付けられる。

本研究では、新規なセンサータンパク質を対象に原子分解能で構造を決定することでセンサー駆動機構の

解明を目指している。これまでに結晶構造解析法による構造決定をおこなってきたが、センサータンパク

質には溶解度が低いことやマルチドメインであることが原因で結晶化が困難な試料が多い。そこで、クラ

イオ電子顕微鏡を用いることで、これまで結晶構造解析が困難であったセンサータンパク質の構造解析に

取り組んでいる。 
全長型の新規センサータンパク質についてクライオグリッドを作成し、TalosArctica を用いてスクリーニ

ングを行った。良質なグリッドを選別して TitanKrios において測定を行なったが、全長の構造決定は困難

だった。その原因として、N 末端ドメインがフレキシブルであることがわかった。そこで、N 末端ドメイ

ン欠損型のセンサータンパク質を設計して、大腸菌発現系を用いて調製したところ、発現量や溶解度に改

善が見られた。現在、N 末端ドメイン欠損型タンパク質の結晶化およびクライオ電子顕微鏡測定を目指し

ている。 
 
 
 
 


